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１ 目的 

平塚市民のＩＣＴの利用環境や平塚市のデジタル化推進についての意見を調査し、今後のデジタル化施策

の基礎資料とする。 

 

 

２ 調査方法 

（１）調査対象   平塚市内に在住する満 16歳以上の男女 3,000 人 

（２）抽出方法   住民基本台帳より無作為抽出 

（３）調査方法   郵送配布 

郵送回収（料金受取人払いの返信用封筒を添えて郵送）又はインターネット回答（e-

kanagawa 電子申請システムを使用） 

（４）調査期間   2020年 11月 20 日（金）～12 月１１日（金） 

（５）調査票     本報告書の巻末を参照 

 

 

３ 標本数及び回収結果 

（１）標本数  

発送       3,000件  

戻り            9件 

実質標本数 2,99１件  

（２）有効回収数   1,699件（うち郵送 1,360件 インターネット 339件） 

（３）有効回収率     56.8％ 

 

区分 

発送 

A 

戻り 

B 

実質標本数 

C=A-B 

有効回収数 

Ｄ 

未回収数 

C-D 

有効回収率 

D/C 

 うち郵送 うちインターネット 

計 3,000 ９ 2,99１ 1,699 1,360 339 1,292 56.8% 

 

 

４ 結果利用上の注意 

（１）結果は百分率（％）で表示し、小数第二位を四捨五入して算出しました。従って、端数処理の関係上、

個々の選択肢の百分率の合計が１００％にならない場合があります。 

（２）回答の比率（％）は、その質問の回答者数を基数（n）として算出しました。従って、複数回答の設問は、全

ての比率を合計すると１００％を超えることがあります。 

（３）本文や図表中の選択肢等の標記は、語句を短縮・簡略化している場合があります。 
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【傾向】

設問 選択肢 総数 割合

女性 919 54.1%

男性 773 45.5%

その他※ 1 0.1%

無回答 6 0.4%

計 1,699 100.0%

※「その他」とは、セクシュアルマイノリティを考慮した選択肢

【傾向】

設問 選択肢 総数 割合
16～19歳 55 3.2%
20～29歳 117 6.9%
30～39歳 166 9.8%
40～49歳 267 15.7%

50～59歳 266 15.7%

60～69歳 298 17.5%

70～79歳 379 22.3%

80歳以上 148 8.7%

無回答 3 0.2%

計 1,699 100%

Ⅰ　　ＩＣＴの利用環境について

あなたのＩＣＴ（情報通信技術）の利用環境について伺います。

性別

　年齢区分別にみると、「70～79歳」が22.3%でもっとも割合が多かった。続いて「60～69歳」が17.5%、
「40～49歳」及び「50～59歳」が15.7%であった。

年齢

（問１）　あなたご自身のことについて、お答えください。

（問１－２）　年齢

○回答者の属性

　回答者1,699人を男女別にみると、女性は54.1%、男性は45.5%、その他は0.1％、無回答は0.4%で
あった。

（問１－１）　性別

女性, 
54.1%

男性, 
45.5%

その他

0.1%
無回答, 

0.4%

回答者性別

16～19歳
3.2%
20～29歳

6.9%

30～39歳
9.8%

40～49歳
15.7%

50～59歳
15.7%

60～69歳
17.5%

70～79歳
22.3%

80歳以上
8.7%

無回答

0.2%

年齢区分別

n=1699

n=1699
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【傾向】

設問 総数 割合

38 2.2%

44 2.6%

529 31.1%

111 6.5%

316 18.6%

252 14.8%

394 23.2%

7 0.4%

8 0.5%

1,699 100%

　職業別にみると、「会社員等」が31.1%でもっとも多い割合となった。続いて、「無職」が23.2%、「主夫・
主婦ほか家事従事者」が18.6%であった。

その他

無回答

計

（問１－３）　職業等

職業

選択肢

高校生

会社員・公務員・団体役員

自営業

各種学校・ 専門学校・短大・大
学・大学院生（ 予備校含む）

主夫・主婦ほか家事従事者

パート・アルバイト

無職

無回答, 0.5% 高校生, 2.2%

各種学校・専門学校・短

大・大学・大学院生（予備校

含む）, 2.6%

会社員・公務員・団

体職員, 31.1%

自営業, 6.5%
主夫・主婦ほか家事

従事者, 18.6%

パート・アルバイト, 
14.8%

無職, 23.2%

その他, 0.4%

職業別
n=1699
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（問２）

【傾向】
　情報通信機器の利用状況については、現在利用している機器として「テレビ」が90.3%で割合が多く、続
いて「スマートフォン」が73.3%となった。現在利用していないが今後利用したい機器としては、「タブレット
端末」が14.1%と割合が多かった。現在利用していないし、今後も利用する予定がない機器としては、「ウェ
アラブル端末」が81.3%と割合が多かった。

あなたが利用している情報通信機器の利用状況についてお答えください。
（それぞれ一つだけ選択）

47.5

25.7

90.3

35.8

70.7

25.2

4.1

30.2

73.3

54.1

7.0

5.7

1.4

2.2

1.0

1.6

11.1

14.1

6.5

10.2

42.4

65.3

5.5

58.6

25.1

70.6

81.3

52.5

17.7

32.3

3.1

3.4

2.7

3.4

3.1

2.6

3.5

3.2

2.5

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10 ラジオ

９ 家庭用ゲーム機

８ テレビ

７ ＦＡＸ

６ 固定電話

５ 携帯電話

４ ウェアラブル端末

３ タブレット端末

２ スマートフォン

１ パソコン

情報通信機器の利用状況

現在利用している

現在利用していないが今後は利用したい

現在利用していないし今後も利用する予定はない

無回答

n=1699
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（問３）

【傾向】

（問３－２）　

【傾向】

【注：複数回答可のため、合計は100％を超える】

（問３－１）で「１．現在利用している」と答えた方。インターネットの利用端末についてお答えくださ
い。
（複数回答可）

　現在インターネットを利用していると回答した方のうち、利用端末で一番割合の多かったのは、「スマート
フォン」で89.5%、続いて「パソコン」が68.2%であった。

あなたのインターネット利用状況（パソコン・ スマートフォン ・ タブレット 端末・携帯電話
等を利用したウェブサイトの閲覧や電子メールの送受信、ゲーム機等でインターネットを
利用したオンライ ンゲーム、 チャットやビデオストリーミングなど）についてお答えくださ
い。

（問３－１）　インターネットの利用の有無についてお答えください。（一つだけ選択）

　インターネットの利用の有無については、「現在利用している」と回答した割合が76.7%と最も多く、「現在
利用していないが今後は利用したい」と回答した割合が3.1%、「現在利用していないが今後も利用する予
定はない」と回答した割合が19.7%であった。

無回答

0.5%

１．現在利用している

76.7%

２．現在利用していないが

今後は利用したい

3.1%

３．現在利用していないし

今後も利用する予定はない

19.7%

インターネットの利用の有無

0.0%

0.7%

3.1%

20.9%

36.5%

34.4%

8.5%

89.5%

68.2%

無回答

その他

７ ウェアラブル端末

６ 家庭用ゲーム機

５ テレビ

４ タブレット端末

３ 携帯電話（スマートフォンを除く）

２ スマートフォン

１ パソコン

0% 20% 40% 60% 80% 100%

インターネットの利用端末

n=1699

n=1304
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（問３－３）　

【注：複数回答可のため、合計は100％を超える】

（問３－１）で「１．現在利用している」と答えた方。インターネットの利用目的についてお答えくださ
い。
（複数回答可）

【傾向】
　現在インターネットを利用していると回答した方のうち、利用目的の割合が多かった項目は、「情報検索」で
91.7％となり、続いて「ウェブサイトの閲覧」が80.4%、「電子メール等の送受信」が77.0%となった。

0.8%

0.5%

22.9%

61.3%

24.0%

27.7%

49.8%

53.8%

55.5%

0.8%

23.5%

14.1%

17.9%

59.8%

91.7%

77.0%

11.0%

80.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無回答

その他

16 インターネットオークション・
フリーマーケットアプリ

15 オンラインショッピング

14 金融取引（ネットバンキング等）

13 オンラインゲーム

12 動画投稿／共有サイト

11無料通話

10 ＳＮＳ

９ オンライン診療

８ 電子申請、電子申告、電子届出

７ ｅラーニング

６ テレワーク・ウェブ会議・ビジネスチャット

５ 交通機関や宿泊施設、医療機関等の予約

４ 情報検索

３ 電子メール等の送受信

２ ホームページやブログの開設・更新

１ ウェブサイトの閲覧

インターネットの利用目的
n=1304
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（問３－４）　

【注：複数回答可のため、合計は100％を超える】

（問３－３）で「１０．ＳＮＳ」「１１．無料通話」「１２．動画投稿/共有サイト」と答えた方。ＳＮＳについ
てお答えください。

【傾向】
　ＳＮＳ、無料通話、動画投稿/共有サイトの利用者のうち、利用者の割合が多かったものは、「ＬＩＮＥ」で
90.6%となり、続いて「ユーチューブ」が62.7%となった。

利用しているＳＮＳは何ですか。（複数回答可）

平塚市がＳＮＳ等で発信している情報を取得もしくは取得する予定はありますか。
（それぞれ一つだけ選択）

【傾向】
　平塚市がSNSで発信している情報を取得している割合が最も多いのは「LINE」で、16.０％となった。その
ほかのSNSの取得の割合については10％を下回った。また、「ＬＩＮＥ」については、「取得している」「取得し
ていないが今後は取得したい」という割合が50％を上回った。

（問３－４　ア）　

（問３－４　イ）　

9.1

5.7

7.4

16.0

6.4

23.5

17.3

17.5

35.0

17.6

64.9

74.2

72.1

46.8

73.2

2.5

2.9

3.0

2.2

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ユーチューブ

インスタグラム

ツイッター

ＬＩＮＥ

フェイスブック

平塚市がＳＮＳを通じて提供している情報の利用状況

取得している 取得していないが

今後は取得したい

取得していないし

今後も取得する予定はない

無回答

2.0%

62.7%

36.9%

36.8%

90.6%

29.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

その他

ユーチューブ

インスタグラム

ツイッター

ＬＩＮＥ

フェイスブック

利用しているＳＮＳ
n=973

n=973
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（問３－５）

【傾向】

【注：複数回答可のため、合計は100％を超える】

（問３－１）で「２．現在利用していないが今後は利用したい」又は「３．現在利用していないし今
後も利用する予定はない」と答えた方。インターネットの利用しない理由についてお答えください。
（複数回答可）

　現在インターネットを利用していない方の理由としては、「必要性がない」の46.5%、続いて「設定や操作
方法が分からない」の45.5%という割合が多かった。

5.4%

2.6%

45.5%

27.4%

20.9%

46.5%

4.4%

33.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無回答

７ その他

６ 設定や操作方法が分からない

５ 安全性に不安がある

４ 機器の購入費や通信費が高い

３ 必要性がない

２ 以前は利用していたが、興味がなくなった

１．興味がない

インターネットを利用しない理由 n=387
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（問４）

（問４－１）　

【傾向】

【注：複数回答可のため、合計は100％を超える】

（問４－２）　

【傾向】

【注：複数回答可のため、合計は100％を超える】

　利用している割合が最も多い決裁サービスは「クレジットカード払い」で、60.6％となった。続いて「銀行等
の窓口・ＡＴＭでの振込」が57.3％、「コンビニエンスストアでの支払い」が55.9％であった。

　今後、市税や手数料など市への支払いで導入の希望が多いのは「クレジットカード払い」で、41.8％となっ
た。続いて「コンビニエンスストアでの支払い」39.9％となった。

あなたが現在利用している決済サービスと、今後市税や手数料などの支払いで利用した
い決済サービスについてについてお答えください。

今後市税や手数料などの支払いで利用できるようにして欲しい決済サービスはどれですか。
（複数回答可）

あなたが現在利用している決済サービスはどれですか。（複数回答可）

2.9%

7.1%

24.1%

41.5%

55.9%

5.8%

18.2%

57.3%

60.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無回答

８ １～７の決済サービスは

利用していない

７ スマホ決済・ＱＲコード決済

６ 電子マネーによる支払い

５ コンビニエンスストアでの支払

い

４ ペイジーによる支払い

３ インターネットバンキング、

モバイルバンキングによる振込

２ 銀行等の窓口・ＡＴＭでの振

込

１ クレジットカード払い

現在利用している決済サービス

1.8%

0.2%

30.3%

19.7%

21.5%

39.9%

3.5%

13.7%

41.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無回答

８ その他

７ 特にない

６ スマホ決済・ＱＲコード決済

５ 電子マネーによる支払い

４ コンビニエンスストアでの支払い

３ ペイジーによる支払い

２ インターネットバンキング、

モバイルバンキングによる振込

１ クレジットカード払い

市税などの支払いで利用したい決済サービス

n=1699

n=1699
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（問５）

（問５－１）　

（問５－２）　

【傾向】

【注：複数回答可のため、合計は100％を超える】

あなたは、現在、平塚市の行政情報をどのような手段で入手していますか。
また、今後はどのような手段で入手したいですか。

　現在の入手手段としてもっとも割合が多いのは、「広報ひらつか」で76.5%、続いて「自治会回覧」の
49.9%となった。また、現在の入手手段以外で、今後希望する入手手段として割合が多いのは「平塚市によ
るＳＮＳ」で17.7%、続いて「平塚市ウェブサイト」が10.4％となった。

平塚市のデジタル化施策の推進についてご意見などを伺います。

Ⅱ　　平塚市のデジタル化推進について

現在の入手手段についてお答えください。（複数回答可）

現在の入手手段以外で、今後希望する入手手段についてお答えください。（複数回答可）

2.4%

0.2%

57.0%

1.6%

0.6%

3.0%

1.6%

17.7%

6.8%

4.6%

10.4%

1.9%

4.7%

4.6%

4.1%

1.0%

4.2%

2.1%

2.9%

5.2%

0.0%

0.4%

6.2%

1.5%

5.9%

22.2%

22.8%

9.5%

3.5%

2.5%

30.5%

10.5%

24.5%

14.4%

10.5%

5.1%

45.8%

30.8%

49.9%

76.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無回答

19 その他

18 特になし

17 デジタルサイネージ

16 電話

15 防災行政無線による屋外放送

14 友人・知人

13 平塚市によるＳＮＳ

12 ほっとメールひらつか

11 ちいき情報局

10 平塚市ウェブサイト

９ ラジオ

８ テレビ

７ 案内文書（パンフレット、リーフレット等）

６ ひらつか市民生活ガイドブック

５ 雑誌、書籍

４ タウン紙

３．新聞

２．自治会回覧

１．広報ひらつか

現在の入手手段と今後希望する入手手段

現在の入手手段 今後希望する入手手段

n=1699
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（問６－１）

【傾向】

【注：複数回答可のため、合計は100％を超える】

あなたにとって重要な行政分野と、平塚市からの情報提供についてどう感じるかお答えく
ださい。

（問６）

あなたにとって、次の行政分野のうち重要なものはどれですか。（複数回答可）

　市民にとって重要な行政分野は「医療・健康」で77.8％、続いて「防災・災害」が65.2％、「各種届出・証
明書の取得」が64.2％であった。

1.9%

0.1%

4.5%

14.1%

22.5%

31.8%

31.7%

12.8%

16.2%

56.5%

65.2%

56.9%

20.9%

24.7%

47.3%

77.8%

64.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無回答

16 その他

15 特になし

14 生涯学習（講座案内）

13 地域情報(地域の行事やイベント、自治会)

12 公共施設（スポーツ・文化施設、公園）

11 公共インフラ（道路、下水道）

10 産業（商業、工業、農業、漁業）

９ 観光・集客イベント・名産品

８ 安心安全・防犯

７ 防災・災害

６ 環境・ごみ・リサイクル

５ 子育て・保育（子育て支援、医療費の助成、保育…

４ 学校・教育（小・中学校、教育相談、就学相談）

３ 福祉（福祉制度、福祉施設）

２ 医療・健康（医療機関、休日・夜間急患診療所、…

１ 各種届出・証明書の取得

重要だと思う行政分野 n=1699
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（問６－２） 次の行政分野に関する平塚市からの情報提供についてどのように感じていますか。
（それぞれ一つだけ選択）

【傾向】
　平塚市からの情報提供について満足、やや満足と回答した方の割合が多いのは「環境・ごみ・リサイクル」
で52.4％、続いて「各種届出・証明書の取得」が49.5％であった。また、不満、やや不満があると回答した
方の割合が多いのは「医療・健康」で22.4％、続いて「公共インフラ」で22.0％であった。

4.2

7.9

10.1

7.1

5.2

4.8

8.2

9.6

15.0

5.4

5.4

6.2

15.5

18.8

14.5

25.8

28.3

23.4

15.9

18.4

29.1

33.2

37.4

15.9

15.9

21.5

33.6

30.7

7.8

9.5

11.9

14.4

8.4

11.3

15.5

14.6

14.7

7.2

7.2

13.4

16.0

13.8

3.4

4.1

4.8

7.6

4.4

5.4

6.1

5.9

6.8

4.6

3.8

5.9

6.4

5.5

34.4

32.6

25.6

29.5

32.5

30.7

30.5

27.6

17.4

21.7

24.0

34.3

20.8

20.4

30.0

14.5

13.5

12.4

27.4

23.7

4.9

3.7

3.9

39.7

38.1

13.5

2.8

5.0

5.7

5.5

5.8

5.6

6.2

5.8

5.5

5.4

4.9

5.6

5.7

5.2

4.9

5.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

14 生涯学習（講座案内）

13 地域情報(地域の行事や
イベント、自治会)

12公共施設（スポーツ・
文化施設、公園）

11 公共インフラ（道路、下水道）

10 産業（商業、工業、農業、漁
業）

９ 観光・集客イベント・名産品

８ 安心安全・防犯

７ 防災・災害

６ 環境・ごみ・リサイクル

５ 子育て・保育（子育て支援、

医療費の助成、保育園）

４ 学校・教育（小・中学校、

教育相談、就学相談）

３ 福祉情報（福祉制度、福祉施

設）

２ 医療・健康（医療機関、

休日・夜間急患診療所、健康）

１ 各種届出・証明書の取得

各分野に関する平塚市からの情報提供について

満足している やや満足している
やや不満である 不満である
どちらともいえない この分野の情報を必要としていない
無回答

n=1699
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（問７）

【傾向】

【注：複数回答可のため、合計は100％を超える】

今後行政手続や行政サービスがデジタル化されることで、サービスがどのように良くなることを期
待しますか。（複数回答可）

　デジタル化で良くなることを期待するサービスとして最も割合が多かったのは、「窓口での待ち時間が減
る」で74.0%であった。続いて割合が多かったのは、「インターネット申請により、届出や申請のために窓口
に出向くことが不要になる」で55.8%であった。

4.6%

2.1%

10.9%

9.7%

5.4%

12.9%

11.1%

30.7%

46.0%

27.4%

30.0%

55.8%

50.9%

51.0%

41.1%

74.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無回答

15 その他

14 特になし

13 情報通信機器の操作の支援や、
ＩＣＴの講習会が受けられる

12 行政が保有するデータを加工・利用できる
（オープンデータ・匿名加工情報など）

11 市からプッシュ型情報配信※がある

10 インターネット上で子育て等の情報交換・
相談（オンライン・チャット相談）ができる

９ 健康診断の結果・医療機関の受診情報・

処方内容をインターネット上で確認できる

８ 災害発生時の緊急情報受信、被害・

安否情報のやりとりができる

７ 窓口でキャッシュレスで支払いができる

６ オンライン決済ができる

５ インターネット申請により、届出や申請の

ために窓口に出向くことが不要になる

４ 届出や申請に必要な添付書類が減る

３ 窓口で名前や住所が印字された申請書が

出力できて、何度も同じことを書かない

２ 転出入等の手続が１か所の窓口で済む

１ 窓口での待ち時間が減る

デジタル化で良くなることを期待するサービス n=1699
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（問８－１）

【傾向】

（問８）
マイナンバーカードの取得状況や、マイナンバーカードに期待することについてお答えくだ
さい。

あなたは、マイナンバーカードを持っていますか。又は交付申請しましたか。（一つだけ選択）

　マイナンバーカードの取得についての回答の割合は、「持っている又は交付申請中」が34.2%、「持ってい
ないが取得する予定である」が25.2%、「持っていないし取得する予定もない」が35.0％となっている。

１ 持っている又

は交付申請中

34.2%

２ 持っていないが取

得する予定である

25.2%

３ 持っていないし取得する

予定もない

35.0%

無回答

5.7%

マイナンバーカード取得の有無
n=1699
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（問８－２）

【傾向】

【注：複数回答可のため、合計は100％を超える】

　今後期待するマイナンバーカードによるサービスで割合が多かったのは、「健康保険証としての利用」で
45.5%であった。続いて「印鑑登録証としての利用」が38.7%。「窓口で、読み取り機により申請書の自動
作成ができる」が38.3％であった。

あなたは、マイナンバーカードで何ができることに期待しますか。（複数回答可）

7.1%

3.4%

26.7%

10.6%

34.3%

38.3%

18.0%

7.7%

27.2%

10.4%

19.2%

20.2%

38.7%

45.5%

34.0%

16.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無回答

15 その他

14 特になし

13 地域ポイントの利用

１２救急時に救急隊員等があなたのマイナンバー

カードから健康データを確認できる

11 窓口で、読み取り機により
申請書の自動作成ができる

10 個人の健康データを管理するシステムと
連動して、自分の情報を確認できる

９ 母子手帳としての利用

８ 各種医療証としての利用

７ 障害者手帳としての利用

６ 公共施設予約カードとしての利用

５ 図書館の利用者カードとしての利用

４ 印鑑登録証としての利用

３ 健康保険証としての利用

２ 運転免許証としての利用

１ マイナンバーカードを使っていろいろな

インターネットサービスにログインできる

今後期待する、マイナンバーカードによるサービス n=1699

-17-



（問９）

【傾向】

あなたは、デジタル化が進展することによって生じる影響について、どのようにお考えですか。
（複数回答可）

　デジタル化が進展することによって生じる影響について「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と回答した
方の割合が多いのは「個人情報の流出やプライバシーの侵害などの危険性がある」で、82.9％であった。
続いて「情報通信機器を利用できる人とできない人との間に格差が生じる」が79.2％であった。

43.5

63.1

33.6

27.0

58.9

31.4

6.4

13.8

4.0

21.4

29.1

42.2

28.3

19.8

26.8

30.3

20.3

32.9

16.2

25.1

7.3

23.9

32.5

29.0

8.9

3.8

17.8

17.4

4.9

11.2

33.3

22.8

45.7

26.4

16.3

8.1

1.2

0.6

2.6

3.0

1.1

2.7

9.1

7.8

17.3

6.6

3.4

1.8

10.4

5.2

11.4

14.2

7.1

13.7

27.0

22.2

17.7

13.7

10.9

10.9

7.7

7.4

7.8

8.1

7.7

8.1

8.1

8.2

8.0

8.1

7.8

7.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

12 コンピュータの事故などにより
社会的混乱が生じる

11 個人情報の流出やプライバシーの
侵害などの危険性がある

10 機器の購入や通信費などの
経済的負担が増加する

９ 情報が氾濫し、取捨選択が困難になる

８ 情報通信機器を利用できる人と

できない人との間に格差が生じる

７ 人と人との接触を減らすことができる

６ 地域経済が豊かになる

５ 仕事がしやすくなる

４ 人と人との交流が多くなる

３ 生活に時間的な余裕が増える

２ 生活が便利になる

１ 必要な情報が入手しやすくなる

デジタル化による影響

そう思う どちらかといえばそう思う あまり思わない 全く思わない わからない 無回答

n=1699
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